
東
洋
大
学

国
際
観
光
学
部
は
就
職
率
１
位

明日の人材を輩出する「観光関連の大学、専門学校」
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国
際
観
光
学
部
学
部
長
の
中
挾
教
授

国
内
旅
行
需
要
が
回
復
し
つ
つ
あ

り
、
反
転
攻
勢
へ
の
機
運
が
高
ま
る

観
光
業
界
。
今
後
の
事
業
を
進
め
て

い
く
上
で
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る

が
、中
で
も
重
要
な
課
題
の
一
つ
が
、

人
材
の
確
保
だ
。
こ
こ
で
は
、
観
光

業
界
に
優
秀
な
人
材
を
輩
出
し
て
い

る
大
学
や
専
門
学
校
を
紹
介
す
る
。

東洋大学白山キャンパス８号館 東
洋
大
学
の
観
光
学
科

は
、
１
回
目
の
東
京
五
輪
が

開
催
さ
れ
た
１
９
６
４
年
の

前
年
、
日
本
で
初
め
て
高
等

教
育
機
関
（
当
時
は
短
期
大

学
部
）
と
し
て
文
部
科
学
省

に
認
可
さ
れ
た
観
光
系
の
学

科
。
日
本
で
最
も
長
い
歴
史

を
持
ち
、
観
光
分
野
の
教
育

研
究
に
多
く
の
実
績
が
あ

る
。
２
０
０
１
年
に
４
年
制

の
「
国
際
観
光
学
科
」
へ
と

発
展
、

年
に
は
「
国
際
観

光
学
部
」
と
し
て
さ
ら
に
大

き
く
飛
躍
し
、

年
に
は
大

学
院
に
国
際
観
光
学
研
究
科

国
際
観
光
学
専
攻
（
博
士
前

期
課
程
、
博
士
後
期
課
程
）

を
開
設
し
た
。

東
洋
大
学
が
観
光
学
科
を

設
立
し
た
１
９
６
３
年
は
、

観
光
基
本
法
が
制
定
さ
れ
、

基
本
的
な
観
光
産
業
の
基
盤

が
日
本
に
整
っ
た
年
で
あ

り
、
そ
の
後
、
２
０
０
７
年

に
観
光
立
国
推
進
基
本
法
が

施
行
さ
れ
た
。

日
本
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

振
興
を
は
じ
め
と
し
て
、
観

光
を
基
幹
産
業
と
し
て
成
長

さ
せ
て
い
く
こ
と
を
決
め

た
。
こ
れ
を
受
け
、
東
洋
大

学
国
際
観
光
学
部
は
、
こ
の

国
の
基
幹
産
業
の
一
つ
で
あ

る
観
光
政
策
や
ツ
ー
リ
ズ

ム
、ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
支
え
る

人
材
育
成
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と

し
て
い
る
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、
１

年
次
に
観
光
学
に
関
す
る
基

礎
的
な
理
論
を
身
に
付
け
た

上
で
、
２
年
次
か
ら
よ
り
専

門
的
な
二
つ
の
学
問
領
域

（
観
光
政
策
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

系
領
域
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

系
領
域
）
に
分
か
れ
る
。

観
光
政
策
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

系
領
域
で
は
、
国
内
、
海
外

の
両
方
の
視
点
に
立
ち
、
観

光
に
関
連
す
る
産
業
や
行
政

に
つ
い
て
学
ぶ
。

観
光
産
業
は
、
近
年
、
急

速
に
変
化
。
ホ
テ
ル
や
航
空

会
社
、
旅
行
会
社
な
ど
観
光

ビ
ジ
ネ
ス
だ
け
で
は
な
く
、

観
光
に
力
を
入
れ
る
官
公

庁
、
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る

イ
ベ
ン
ト
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
業
界
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消

費
に
代
表
さ
れ
る
流
通
業
界

や
メ
ー
カ
ー
、
予
約
や
情
報

提
供
に
必
要
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関

連
、
地
域
活
性
化
に
関
連
す

る
金
融
や
不
動
産
業
界
な

ど
、
幅
広
い
分
野
で
観
光
の

知
識
と
ス
キ
ル
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
同
領
域
で
は
、
そ

れ
ら
に
共
通
し
て
求
め
ら
れ

る
「
企
画
・
立
案
、
変
革
す

る
力
」
を
身
に
付
け
る
。
社

会
を
見
る
力
、
そ
れ
を
分
析

し
、
解
決
す
る
力
を
養
い
、

論
理
的
、
科
学
的
な
思
考
と

と
も
に
、
国
内
外
の
文
化
や

自
然
な
ど
の
教
養
も
学
ん
で

い
る
。

同
領
域
で
学
ん
だ
学
生
の

進
路
と
し
て
は
、
旅
行
会
社

（
企
画
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
セ
ー
ル
ス
）
、
鉄
道
・
航

空
会
社（
企
画
、セ
ー
ル
ス
）、

イ
ベ
ン
ト
運
営
会
社
、空
港
、

イ
ベ
ン
ト
施
設
、
公
務
員
、

銀
行
、
保
険
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
な
ど

を
想
定
し
て
い
る
。

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
系
領
域

で
は
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産

業
を
中
心
と
し
た
さ
ま
ざ
ま

な
観
光
事
業
の
現
状
を
把
握

し
、
そ
こ
か
ら
理
論
を
身
に

付
け
て
い
く
こ
と
を
目
指

す
。具

体
的
に
は
、
ホ
テ
ル
、

料
飲
サ
ー
ビ
ス（
飲
食
業
）、

ブ
ラ
イ
ダ
ル
、
航
空
会
社
の

キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
や

グ
ラ
ン
ド
ス
タ
ッ
フ
、
エ
ン

タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
、
小
売

業
な
ど
各
職
種
に
関
す
る
科

目
を
設
置
し
、
顧
客
と
の
接

点
が
生
じ
る
ビ
ジ
ネ
ス
を
学

ぶ
。
同
時
に
経
営
戦
略
論
や

組
織
論
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

論
、
会
計
論
、
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
論
な
ど
、
産
業
を
横
断
す

る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
科
目
も
学

習
。
実
地
研
修
、
演
習
、
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
の
実

習
も
幅
広
く
行
い
、
実
際
に

体
験
し
て
深
く
理
解
す
る
こ

と
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

◇

◇

◇

同
学
部
学
部
長
の
中
挾
知

延
子
教
授
に
話
を
聞
い
た
。

―
―
コ
ロ
ナ
禍
が
落
ち
着

き
、
観
光
業
界
は
活
況
を
取

り
戻
し
つ
つ
あ
る
。
ビ
ジ
ネ

ス
社
会
全
般
で
見
て
も
、
対

面
で
の
会
合
が
戻
り
つ
つ
あ

る
。大
学
の
授
業
は
ど
う
か
。

「
本
学
で
は
こ
の
４
月
か

ら
対
面
式
で
の
授
業
が
再
開

し
た
。
国
際
観
光
学
部
は
９

割
以
上
が
対
面
だ
。
緊
急
事

態
宣
言
下
で
は
大
半
の
授
業

を
オ
ン
ラ
イ
ン
と
し
て
い
た

が
、
特
に
ゼ
ミ
で
は
対
面
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
不
可

欠
な
こ
と
か
ら
、
３
週
間
に

１
回
、
２
週
間
に
１
回
と
対

面
を
増
や
し
て
い
き
、
最
終

的
に
、
ゼ
ミ
は

可
能
で
あ
れ
ば

対
面
、
そ
の
他

の
授
業
は
オ
ン

ラ
イ
ン
と
し

た
。
そ
れ
が
今

春
か
ら
は
全
て

対
面
と
し
た
」

―
―
観
光
業

に
は
対
人
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
が
欠
か
せ

な
い
。

「
オ
ン
ラ
イ

ン
で
は
お
互
い

の
『
質
感
』
が

伝
わ
ら
な
い
。

２
次
元
の
画
面

を
通
じ
て
で

は
、
真
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
は
難
し
い
」

―
―
先
生
は

「
観
光
と
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
「
観
光
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
」
「
情
報
社

会
シ
ス
テ
ム

論
」
な
ど
の
科

目
を
担
当
さ
れ

て
い
る
が
、
ど

の
よ
う
な
内
容
か
。

「
元
々
は
理
科
系
の
人
間

で
、
微
積
分
や
確
率
を
使
っ

た
モ
デ
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い

た
。
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
大
学

地
理
学
部
に
研
究
員
と
し
て

在
籍
し
て
い
た
時
、
多
様
な

人
々
が
生
き
る
フ
ラ
ン
ス
社

会
に
接
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
分

析
に
興
味
を
持
っ
た
。
人
と

人
と
の
関
わ
り
や
文
化
と
い

う
最
も
人
間
臭
い
ア
ナ
ロ
グ

な
も
の
を
、
情
報
科
学
や
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
科
学
な
ど
の
ア

プ
ロ
ー
チ
で
説
明
す
る
研
究

を
し
て
い
る
。
訪
れ
る
ゲ
ス

ト
と
彼
ら
を
受
け
入
れ
る
ホ

ス
ト
と
い
う
人
間
同
士
の
多

文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
し
て
観
光
を
と
ら
え
、
そ

こ
で
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る

文
化
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
、
訪
れ

た
地
域
に
住
む
人
々
と
交
流

を
し
て
相
互
理
解
を
深
め
る

連
帯
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
し
た
ら
持
続
可

能
に
で
き
る
か
を
考
察
し
、

教
授
し
て
い
る
」

―
―
コ
ロ
ナ
禍
中
で
の
観

光
業
界
へ
の
就
職
状
況
は
ど

う
か
。

「
コ
ロ
ナ
前
と
比
較
す
る

と
観
光
業
界
へ
の
就
職
は
、

業
界
全
体
と
し
て
採
用
を
控

え
た
影
響
も
あ
り
、
昨
年
３

月
の
卒
業
生
で
９
割
減
、
今

年
３
月
は
３
～
４
割
減
と
少

な
く
な
っ
て
い
る
。し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
て

も
国
際
観
光
学
部
の
就
職
率

は
東
洋
大
学
の
中
で
１
番
高

い
。
観
光
業
界
以
外
で
も
観

光
に
携
わ
れ
る
こ
と
に
目
を

向
け
、
公
務
員
や
地
域
振
興

に
関
わ
る
業
種
で
学
部
で
の

学
び
を
生
か
し
て
い
る
」

―
―
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に

よ
る
学
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

変
更
な
ど
は
。

「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
変
更

は
行
っ
て
い
な
い
。
持
続
可

能
な
観
光
の
あ
り
方
を
考
察

し
、
学
生
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
実
学

に
重
き
を
置
い
た
学
び
が
特

色
だ
。
今
後
も
社
会
か
ら
求

め
ら
れ
る
人
材
を
輩
出
し
て

い
き
た
い
」




